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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第28期
第１四半期
連結累計期間

第29期
第１四半期
連結累計期間

第28期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 (百万円) 32,947 35,228 145,535

経常利益 (百万円) 2,112 2,481 9,420

親会社株主に帰属する四半期(当
期)純利益

(百万円) 1,305 1,383 5,191

四半期包括利益又は
包括利益

(百万円) 1,318 1,445 5,250

純資産額 (百万円) 33,325 30,785 30,980

総資産額 (百万円) 65,710 69,180 67,799

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 43.19 48.84 174.57

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 50.7 44.0 45.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,715 1,578 4,868

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,807 △1,411 △4,511

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,799 135 △508

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 4,080 5,921 5,630
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

 

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策や金融政策によって企業収益と雇用環境に穏

やかな改善が見られるものの、金融資本市場の変動や不安定な海外情勢など、先行きの不透明感が続いていま

す。　衣料品小売業界においても訪日外国人による免税需要の回復やネット通販売上の拡大などが見られる一方、

お客様の節約志向や慎重な購買行動が継続しており、軟調な消費動向となりました。

 

このような状況の下、当社は平成30年３月期の単年度経営方針として「収益性の早期改善」を掲げ、この達成に

向け「売上総利益率の改善」、「在庫効率の改善」、「販管費率の改善」、「ネット通販売上の拡大による収益性

の改善」の４つの重点取組課題を定めております。

 

「売上総利益率の改善」については、当社の商品戦略の柱である基本商品政策の社内浸透を進め、価格と価値の

バランスを十分に見極めた価格設定を行なうことで、定価販売比率を高めます。加えて気温変動の影響を受けづら

いビジネス需要や式典需要などへの対応を強化して売上の安定化を図り、売上総利益率の改善につなげます。当第

１四半期累計期間の売上総利益率はスローセラー商品の早期消化策などによって前年同期をやや下回りましたが、

第２四半期以降の取り組みによって通期では改善する計画です。

 

「在庫効率の改善」については、商品の品番数を削減し、商品一点一点の完成度を高めています。加えてシーズ

ン当初の在庫投入量を抑制しつつ、売上動向を見ながらシーズン途中での売れ筋商品の追加生産を実施すること

で、在庫効率の改善を進めています。当第１四半期累計期間末のたな卸資産の前年同期末比は0.5％増となり、同

期間の売上高伸長率（6.9％増）を大きく下回りました。

 
「販管費率の改善」については、プロジェクトチームを結成して社内業務のたな卸しを実施しています。効率の

悪い業務や不要なコストを抜本的に見直し、販管費率の改善につなげます。当第１四半期累計期間の販管費率は、

増収に伴う相対的な固定費率の低減や出店一時経費の減等により、前年同期を0.8ポイント下回る47.3%となりまし

た。

 
「ネット通販売上の拡大による収益性の改善」については、今年４月に各ブランドサイトとユナイテッドアロー

ズ オンラインストアの統合リニューアルを実施しました。オンライン裾上げサービスなど各種サービスも拡充

し、実店舗とオンラインストアのどちらでも安心してお買い求めいただける環境を整えています。同時にネット通

販店舗への在庫供給を増やして販売機会ロスを極小化し、実店舗とオンラインストアの双方の売上につながる販促

活動を行った結果、当第１四半期累計期間の単体ネット通販売上高は前年同期の122.7％と大きく伸長しました。
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出退店では、ユナイテッドアローズ事業：３店舗の出店、グリーンレーベルリラクシング事業：２店舗の出店、

スモールビジネスユニット：２店舗の出店、１店舗の退店、アウトレット：２店舗の出店を実施した結果、当第１

四半期累計期間末の小売店舗数は224店舗、アウトレットを含む総店舗数は250店舗となりました。

 

続いて、主な連結子会社の状況として、株式会社フィーゴは、減収減益となりましたが、当初計画から第１四半

期は減収減益見込みであり、計画どおりに進捗しています。通期では増収増益を見込んでいます。なお当第１四半

期累計期間末の直営店舗数は17店舗です。

　連結子会社の株式会社コーエン（決算月:１月）は、実店舗・ネット通販双方とも好調に推移し、増収増益とな

りました。なお出退店では１店舗の退店を実施し、当第１四半期累計期間末の店舗数は86店舗となりました。

 連結子会社のCHROME HEARTS JP 合同会社（決算月：12月）については、ビジネスユニット売上が前年同期を上

回って推移しました。なお当第１四半期累計期間末は10店舗です。

　また、連結子会社の台湾聯合艾諾股份有限公司（決算月:１月）の当第１四半期累計期間末は３店舗、連結子会

社の株式会社Designs（決算月:１月）の当第１四半期累計期間末の店舗数は１店舗です。

 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高については、新店出店に伴う増収、既存店の増収、ネット通販

の伸長等により、前期比6.9％増の35,228百万円となりました。なお、株式会社ユナイテッドアローズにおける小

売＋ネット通販既存店売上高前期比は102.9％となりました。売上総利益率は前述の要因により前年同期から0.3ポ

イント低下し54.3％となりましたが、売上高の伸長に伴い、売上総利益額は前年同期比6.4％増の19,116百万円と

なりました。販売費及び一般管理費は前年同期比5.2％増の16,679百万円となり、販売費及び一般管理費率は前年

同期から0.8ポイント低減の47.3％となりました。

 

以上により、当第１四半期連結累計期間の営業利益は2,436百万円（前年同期比15.9％増）、経常利益は2,481百

万円（前年同期比17.4％増）となりました。また、減損損失の計上等に伴い、親会社株主に帰属する四半期純利益

は1,383百万円（前年同期比6.0％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末と比較して1,198百万円（2.7％）増加の46,351百万円となりました。これは、現

金及び預金が294百万円、商品が1,348百万円増加した一方、受取手形及び売掛金が142百万円、未収入金が117百万

円それぞれ減少したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末と比較して182百万円（0.8％）増加の22,828百万円となりました。これは、出店

などにより建物及び構築物が83百万円、無形固定資産が86百万円それぞれ増加したことなどによります。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末と比較して1,967百万円（6.6％）増加の31,773百万円となりました。これは、支

払手形及び買掛金が1,066百万円、短期借入金が2,650百万円、それぞれ増加した一方、1年内返済予定の長期借入金

が501百万円、未払法人税等が604百万円、賞与引当金が760百万円それぞれ減少したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末と比較して391百万円（5.6%）減少の6,621百万円となりました。これは、資産除

去債務が108百万円増加した一方、長期借入金が500百万円減少したことなどによります。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末と比較して195百万円（0.6％）減少の30,785百万円となりました。これは、利

益剰余金が親会社株主に帰属する四半期純利益により1,383百万円増加した一方、配当金の支払により1,642百万円

減少したことなどによります。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ

291百万円増加し、5,921百万円となりました。

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間における営業活動の結果得られた資金は1,578百万円（前年同期は1,715百万円の支出）

となりました。

収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益2,198百万円、減価償却費453百万円、その他の流動資産の減少額

640百万円及び仕入債務の増加による収入978百万円であり、支出の主な内訳は、賞与引当金の減少額760百万円、売

上債権の増加額317百万円、たな卸資産の増加による支出1,397百万円及び法人税等の支払額1,042百万円でありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間における投資活動の結果使用した資金は1,411百万円（前年同期は1,807百万円の支出）

となりました。

これは主に、新規出店および改装等に伴う有形固定資産の取得946百万円、長期前払費用の取得による支出241百万

円、差入保証金の差入による支出76百万円及びシステム開発に伴う無形固定資産の取得197百万円があったこと等に

よるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間における財務活動の結果得られた資金は135百万円（前年同期は1,799百万円の収入）と

なりました。

これは、短期借入金の純増加額2,650百万円があった一方、長期借入金の返済による支出1,001百万円、配当金の支

払額1,513百万円があったこと等によるものであります。
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(4) 事業上および財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および新

たに生じた課題はありません。
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(5) 研究開発活動

特記事項はありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 190,800,000

計 190,800,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年８月14 日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 30,213,676 30,213,676
東京証券取引所
(市場第１部)

単元株式数は100株でありま
す。

計 30,213,676 30,213,676 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成29年６月30日 ― 30,213,676 ― 3,030 ― 4,095
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成29年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　 1,890,800

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　28,315,600 283,156 ―

単元未満株式 普通株式      7,276 ― ―

発行済株式総数 30,213,676 ― ―

総株主の議決権 ― 283,156 ―
 

 

② 【自己株式等】

    平成29年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ユナイテッドア
ローズ

東京都渋谷区神宮前二丁
目31番12号

1,890,800 ― 1,890,800 6.26

計 ― 1,890,800 ― 1,890,800 6.26
 

 

EDINET提出書類

株式会社ユナイテッドアローズ(E03316)

四半期報告書

12/31



 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,870 6,165

  受取手形及び売掛金 252 110

  商品 25,654 27,003

  貯蔵品 555 604

  未収入金 10,161 10,044

  その他 2,663 2,429

  貸倒引当金 △6 △6

  流動資産合計 45,152 46,351

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 8,332 8,415

   その他（純額） 1,877 1,803

   有形固定資産合計 10,209 10,219

  無形固定資産   

   その他 1,965 2,051

   無形固定資産合計 1,965 2,051

  投資その他の資産   

   差入保証金 8,716 8,722

   その他 1,775 1,856

   貸倒引当金 △21 △21

   投資その他の資産合計 10,471 10,557

  固定資産合計 22,646 22,828

 資産合計 67,799 69,180

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 9,399 10,465

  短期借入金 6,300 8,950

  1年内返済予定の長期借入金 3,992 3,491

  未払法人税等 1,346 742

  賞与引当金 1,740 980

  役員賞与引当金 9 1

  その他 7,017 7,143

  流動負債合計 29,805 31,773

 固定負債   

  長期借入金 3,500 3,000

  資産除去債務 3,494 3,603

  その他 17 17

  固定負債合計 7,012 6,621

 負債合計 36,818 38,395

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,030 3,030

  資本剰余金 4,128 4,128

  利益剰余金 29,515 29,256

  自己株式 △6,000 △6,000

  株主資本合計 30,673 30,414

 その他の包括利益累計額   

  繰延ヘッジ損益 △46 △1
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  為替換算調整勘定 4 △3

  その他の包括利益累計額合計 △42 △4

 非支配株主持分 349 375

 純資産合計 30,980 30,785

負債純資産合計 67,799 69,180
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 32,947 35,228

売上原価 14,983 16,112

売上総利益 17,964 19,116

販売費及び一般管理費 15,860 16,679

営業利益 2,103 2,436

営業外収益   

 受取利息 0 0

 為替差益 - 15

 仕入割引 16 13

 受取賃貸料 4 6

 その他 21 30

 営業外収益合計 41 65

営業外費用   

 支払利息 7 10

 為替差損 15 -

 賃貸費用 4 6

 その他 4 4

 営業外費用合計 32 21

経常利益 2,112 2,481

特別損失   

 固定資産除却損 33 50

 減損損失 72 232

 その他 11 -

 特別損失合計 117 282

税金等調整前四半期純利益 1,995 2,198

法人税、住民税及び事業税 378 558

法人税等調整額 314 233

法人税等合計 693 791

四半期純利益 1,301 1,406

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△3 23

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,305 1,383
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 1,301 1,406

その他の包括利益   

 繰延ヘッジ損益 11 45

 為替換算調整勘定 4 △7

 その他の包括利益合計 16 38

四半期包括利益 1,318 1,445

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,321 1,421

 非支配株主に係る四半期包括利益 △3 23
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,995 2,198

 減価償却費 444 453

 無形固定資産償却費 47 66

 長期前払費用償却額 35 39

 減損損失 72 232

 賞与引当金の増減額（△は減少） △666 △760

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △8 △7

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 △0

 受取利息及び受取配当金 △0 △0

 支払利息 7 10

 売上債権の増減額（△は増加） 472 △317

 たな卸資産の増減額（△は増加） △3,518 △1,397

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △100 640

 仕入債務の増減額（△は減少） 2,062 978

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △513 406

 その他の固定負債の増減額（△は減少） 2 -

 その他 83 89

 小計 416 2,631

 利息及び配当金の受取額 0 △0

 利息の支払額 △7 △10

 法人税等の支払額 △2,124 △1,042

 営業活動によるキャッシュ・フロー △1,715 1,578

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △3 △3

 有形固定資産の取得による支出 △1,320 △946

 資産除去債務の履行による支出 △80 △14

 無形固定資産の取得による支出 △78 △197

 長期前払費用の取得による支出 △284 △241

 差入保証金の差入による支出 △126 △76

 差入保証金の回収による収入 86 70

 その他 - △2

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,807 △1,411

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 3,900 2,650

 長期借入金の返済による支出 △501 △1,001

 配当金の支払額 △1,599 △1,513

 財務活動によるキャッシュ・フロー 1,799 135

現金及び現金同等物に係る換算差額 4 △11

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,718 291

現金及び現金同等物の期首残高 5,799 5,630

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  4,080 ※1  5,921
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。　

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

現金及び預金 4,311百万円 6,165百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △231　〃 △243　〃

現金及び現金同等物 4,080百万円 5,921百万円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

 

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月23日
定時株主総会

普通株式 1,752 58 平成28年３月31日 平成28年６月24日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３ 株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動がありません。

当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

 

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月22日
定時株主総会

普通株式 1,642 58 平成29年３月31日 平成29年６月23日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３ 株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）

当社グループは衣料品小売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

当社グループは衣料品小売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。
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(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。
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(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。
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(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 43.19円 48.84円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額
(百万円)

1,305 1,383

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期
純利益金額(百万円)

1,305 1,383

普通株式の期中平均株式数(千株) 30,213 28,322
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 
 

 

平成２９年８月４日
 

 

株式会社 ユナイテッドアローズ

取締役会 御中
 

 

有限責任監査法人 トーマツ
 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   水   上   亮 比 呂   印
 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   大　　辻　　隼　　人   印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ユ

ナイテッドアローズの平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

（平成２９年４月１日から平成２９年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２９年４月１日から平成２

９年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期

連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユナイテッドアローズ及び連結子会社の平成２９年６月

３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上　

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

 

EDINET提出書類

株式会社ユナイテッドアローズ(E03316)

四半期報告書

31/31


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

